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本校児童の傾向＜国語＞ 

 

 

 

 

国語（話すこと・聞くこと）

国語（書くこと）

国語（読むこと）

国語（伝統的な言語文化と

国語の特質に関する事項）

算数（数と計算）

算数（量と測定）

算数（図形）

算数（数量関係）

帯広市立川西小学校

北海道（公立）

全国（公立）

全国平均を１００として、項目

ごとに比較しています。 

平均正答率は全道・全国を上回る。 

○目的に応じて，文章の内容を的確に押さえ，自分の考えを明確にしながら読むことができる。【問題例①】 

○目的に応じて，文章を概観して効果的に読むことができる。  

○話し手の意図を捉えながら聞き，自分の理解を確認するための質問をすることができる。 

△文の意味に合った熟語を書く。【問題例②】 

 △解答に必要な部分を資料から抜き出し，「疑問に思ったことの答えになるように考えて書く」【問題例③】， 

△「報告する文章にふさわしい表現で書く」【問題例④】などの，複数の条件付きの設問に答える。 

 



【問題例①】領域・内容 〔第５学年及び第６学年〕C読むこと 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問題例②】領域・内容〔第５学年及び第６学年〕 

   伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項 

 

 

 

普段使わない言葉や，なじみのない言葉を漢字

で書くことは難しいことです。読書に親しんだ

り，言語環境を整えたりして，語彙を増やすこと

が大切と考えます。 
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イの「限（らず）」は，ほとんどの児童が

書けていました。 

アは「対象」，ウは「関心」が正答です。 

アを「対照」「対称」，ウを「感心」と書い

ていた児童が多く，意味に合った熟語を書く

というところに課題が見られます。 

 



 

【問題例③】 領域・内容 〔第５学年及び第６学年〕 C読むこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問題例④】 領域・内容 〔第５学年及び第６学年〕 B書くこと 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
記述式の問題は，全部で 3問ありました。

どの問題も，約半数の児童が正解していま

す。 

左の問題は，【問題例①】の文章を読んで答

える問題です。正答例は「季節や天候により，

食べ物が手に入らないことや，手に入ったと

しても，そのままにしておくと，くさってた

べられなくなってしまうこともあったか

ら。」です。【資料】から，昔の人が食べ物を

保存する方法を考えなければならなかった

状況などについて，言葉や文を取り上げて，

まとめて書く必要があります。 

〈
正
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上の文章を読んで，「２ 調査の内容と結果」の（１）

と（２）の両方から，分かったことについて言葉や文を取

り上げ，【報告する文章】にふさわしい表現を用いて制限

字数内で書くという問題です。 

書きたいことは伝わってくるのですが，上の条件のうち

１つでも満たしていないと不正解とされてしまいます。内

容が合っていても，文末を「～から。」「～がある。」など

としている解答がありました。 



本校児童の傾向＜算数＞ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問題例①】 

 

【問題例①】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平均正答率は全道・全国を上回る。 

〇 台形について理解している。 

〇 棒グラフから、資料の特徴や傾向を読み取ることができる。【問題例①】 

〇 示さされた減法に関して成り立つ性質を基にした計算の仕方を解釈し、与えられた式の計算

に適用することができる。 

〇 示された計算の仕方を解釈し、被除数と除数にかける数や被除数と除数を割る数を選び、計

算しやすい式にして計算することができる。 

△ 二つの棒グラフから資料の特徴や傾向を読み取り、それらを関連付けて、一人当たりの水の

使用量の増減を判断し、判断の理由を言葉や数を用いて記述できる。【問題例②】 

△ 示された計算の仕方を解釈し、減法の場合を基に、除数に関して成り立つ性質を言葉を用い

て記述できる。【問題例③】 

△ 示された除数の式の意味を理解している。【問題例④】 

領域・内容 〔第３学年 D 数量関係〕 

 

グラフ１（棒グラフ）から、資料の特徴や傾向

を読み取ることができ、全体的に正答率がとても

高かったです。「棒グラフの読み方」については定

着が見られました。 



【問題例②】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

領域・内容 〔第３学年 D 数量関係〕 

      〔第５学年 B 量と測定〕 

 

 

 

 番号の２、３を選んでいる人の多くが、グ

ラフ２の棒グラフだけを見て１人あたりの水

の使用量と考えている記述が多かったです。

また、市全体の水の使用量÷市の人口で求め

られることは分かっても、計算の段階でミス

が目立った人もいました。 

 単位量当たりの大きさは、言葉も難しく定

着が難しい単元でもあります。 

 しかし、２つのグラフから資料の特徴や傾

向を読み取り、それらを関連付けて記述して

いた人が多く、無回答率はとても低かったで

す。 



【問題例③】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

領域・内容 〔第３学年 A 数と計算〕 

      〔第４学年 A 数と計算〕 

 

 

 

 誤答の多くが、３つの言葉を使って、

説明をしていないものが多かったです。

また、「商」ではなく「差」という言葉を

使って説明していた誤答が多く見られま

した。 

 しかし、同じ数をかけてもわっても答

えは変わらない、ということは多くの人

が理解をしていました。 



【問題例④】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

領域・内容 〔第３学年 D 数量関係〕 

      〔第５学年 A 数と計算〕 

 

 あ、うの誤答が多かったです。どちらも除数

の６や 0.6に着目はしていますが、それぞれ除

法の式の意味を誤って捉えています。小数の乗

法及び除法の意味や考え方を理解し、式の意味

を読み取ることが必要になってきます。 



児童質問紙から 

 

〈本校児童の傾向〉 

◎規則正しい生活習慣が身に付いている。 

◎将来の夢や目標を持って前向きに生活している。 

◎学校のきまりを守っている。 

  ◎人の役に立つ人間になりたいと思っている。 

  ○読書が好きである。 

●学校の授業時間以外に、勉強している時間（学習塾や家庭教師も含む）が短い。 

●計画的に家庭学習に取り組む児童が少ない。 

 

調査結果を受けて 

〈授業や学習に関すること〉 

  ・基礎・基本の定着のため、全校的な取組を継続し、学び方の指導と併せて家庭学習の習慣化を図る。 

・問題解決的学習や体験的な学習を計画的に行い、達成感を持たせる。 

・時事問題や社会とのつながりを考える力を意識した取組を推進する。 

・子ども達の家庭での学習時間や内容等の実態を詳細に把握するため、家庭学習アンケートを実施し、

改善に向けた方策につなげる。 

・学び合いや授業の振り返り、適用問題の充実をもとに、どの子も勉強がわかる・楽しい授業づくり 

に努める。 

・スクールバス乗車時間前の放課後の時間や長期休業中の学習サポート（特別教室）を行い、補充的

学習の充実を図り、学び漏れがないように指導する。      

・全国学力学習状況調査の過去問題及びチャレンジテストを活用（日常の授業での活用、解き直しの

実施）して、苦手分野の学習に取り組む。 

 

〈家庭との連携〉 

・改善した家庭学習の手引きをもとに、家庭学習の習慣づけを図る。 

・学校だよりや学級通信などを活用し、日常の授業実践の紹介や子どもたちのつまずきを共有する。 

・TVやDVDの視聴時間を減らすための啓発活動を推進（川西ノーテレビデー等）する。 

  

 


